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研究目的 

主な研究テーマ 

先端電力工学研究室では、電力自由化､
再生可能エネルギーの大量導入などの不
確かなエネルギー情勢においても、安全
かつ安定に電力を供給するための研究を
行っています。 
 面的に大きく拡がる大規模な電力シス
テムの安定性を確保する研究、新しい時
代に適した電力システムの計画･運用や
電力系統・送配電システムの安定性・信
頼性の評価が主な課題です。 

1.大量導入時における太陽光発電の出力変動に関する研究 

太陽光発電の出力は確率的に
変動するため､大量に導入さ
れた場合､その合計出力の変
動は個々の設備の出力変動よ
り小さくなります（平滑化効
果）。 

一方､電力系統の観点からは､
合計出力の変動を明らかとす
る必要があります。本研究で
は､実測データを用いて､平滑
化効果の解明にチャレンジし
ています。 
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3.電力機器の寿命劣化要因である部分放電劣化診断技術に関する研究 

電力会社の送配電設備は
設計寿命が長く信頼性の
高い機材から構成されて
います。しかし、最近の
コスト低減の要求に応え
るため設計寿命を超えて
使われようとしています。
そのため各機器が使用に
耐えるかどうかを信頼度
高く評価する手法の開発
が重要となります。その
ひとつの手法として部分
放電による劣化診断技術
の開発を目指します。 

2.風力発電等が系統の需給バランスに及ぼす影響に関する研究 

電力系統では常に発電
と需要を一致させる必
要がありますが､風
力・太陽光電源の出力
変動は大きく変動する
ため､他の電源で需給
のバランスをとる必要
があります。本研究で
は､風力・太陽光電源
が火力発電の運用にど
のような影響を及ぼす
かを分析する手法の開
発にチャレンジしてい
ます。 
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風力発電出力例
（推定） 
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石油（350MW）×5

石油（500MW）×5

LNG（200MW）×15

石炭（500MW）×3

石炭（700MW）×3

電源の運転 
パターン例 
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電気トリーの進展で部分
放電の歪度が変化

電気トリーが進展
して危険な状態

ある意味似た状態

欠陥形状の違いで部分放電
の歪度が違う

ピットが絶縁体を
貫通している状態

http://www.ecei.tohoku.ac.jp/ecei_web/Laboratory/tohoku_power_j_index.html

	スライド番号 1
	スライド番号 2

